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　看護系大学･学部学科がまだまだ設置が続く状況にある。社会の期待に応えられる
卒業生を送り出す大学側は、大学の設置理念と看護の実践基礎能力を獲得できる
教育課程を様々な教育方法を工夫しながら、改善を進めている。
　2011年 3月、文部科学省高等教育局医学教育課から「大学における看護系人材養成
の在り方に関する検討会最終報告書」が刊行された。この報告書には、今後大学に
おける看護系人材養成の在り方、大学における看護学教育の質保証としての学士教育
課程においてコアになる看護実践能力と卒業時到達目標が示された。いわゆる、看護学
コアカリキュラムである。現在は、この報告書を基に多くの看護系大学で、カリキュラム
の見直しや教育方法についての改革が進んでいる。一方、卒業生の受け入れ先である
保健医療施設においては、提供される看護の質向上や医療安全への期待が一層高まって
いる。厳しい医療環境にあって、看護系大学の卒業生へ求める能力として何を期待する
のか、新人看護師研修などの動向も踏まえ、看護教育への熱い議論ができることを望む。
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１　ミニシンポジウムのねらい

　看護系大学･学部学科がまだまだ設置が続く状況
にある。社会の期待に応えられる卒業生を送り出す
大学側は、それぞれの大学の設置理念と看護の実践
基礎能力を獲得できる教育課程を様々な教育方法を
工夫しながら、改善を進めている。
　平成 23 年 3月、文部科学省高等教育局医学教育
課から「大学における看護系人材養成の在り方に関す
る検討会最終報告書」が刊行された。この報告書に
は、今後大学における看護系人材養成の在り方、大
学における看護学教育の質保証としての学士教育課
程においてコアになる看護実践能力と卒業時到達目
標が示された。いわゆる、看護学モデルコアカリキュ
ラムである。現在は、この報告書を基に多くの看護系
大学で、カリキュラムの見直しや教育方法についての
改革が進んでいる。
　一方、卒業生の受け入れ先である保健医療施設に
おいては、提供される看護の質向上や医療安全への
期待が一層高まっている。厳しい医療環境にあって、
看護系大学の卒業生へ求める能力として何を期待する
のか、新人看護師研修などの動向も踏まえ、看護教
育への熱い議論ができることを望む。

２　ミニシンポジウムの概要

　最初にコーディネーターから、第２ミニシンポジウム
のテーマ、ねらいについて説明した。

＜第2ミニシンポジウム＞
看護系大学の卒業生に期待する能力と教育課程

参 加 人 数 　 44 名
報 告 者
　　　　　　　　　　秋山　 智弥　（京都大学 医学部附属病院 看護部長）
　　　　　　　　　　高橋　 眞理　（北里大学 看護学部長・教授）　　　
　　　　　　　　　　石橋  みゆき　（文部科学省 高等教育局 医学教育課 看護教育専門官）
　　　　　　　　　　梶谷　 佳子　（京都橘大学 看護学部看護学科 准教授）
コーディネーター
　　　　　　　　　　遠藤　 俊子　( 京都橘大学 看護学部看護学科 教授 )
　　　　　　　　　　伊藤 恵美子   ( 京都橘大学 看護学部看護学科 准教授 )

テーマの背景として、大学における看護系人材養成の
あり方に関する報告書において、コアとなる看護実践
能力と卒業時到達目標が出されたこともあるが、看護
系大学の増加、医療提供の質、医療安全、ケアニー
ズの多様化、さらには看護職者自身のキャリア開発
や個人と社会活動の調和も求められている。
　そのため、今回の報告者は、病院看護部長の立場
として京都大学医学部附属病院病院長補佐･看護部
長の秋山智弥氏、大学の看護教育行政を担当する立
場から文部科学省高等教育局医学教育課看護教育
専門官の石橋みゆき氏、看護学教育における大学の
質保証大学の観点から看護系大学協議会等での仕
事の豊富な高橋眞理氏、大学におけるカリキュラムの
作成と運用を行っている具体例としての京都橘大学看
護学部から梶谷佳子氏に報告を頂いた。各氏の報告
は資料ＰＰＴ参照
　午前中の参加者から、これらの報告に関する質疑
を所定の用紙に記入して頂き、午後には質疑を活用し
て、総合討論を行った。

３　総合討論の概要
＜キャリア教育について＞
〇上回生によるピア教育　
・看護学部の学生同士のピア教育として、上回生が下
回生に教える仕組みづくりをしている。演習など授業
を担当している教員のゼミの４回生が参加している。
４回生には、教育手法や知識の復習、手技の確認な
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ど事前に打ち合わせを行う。演習では、４回生が実
習で得た知識や経験を１回生に伝達するなどしてい
る。４回生にとっては自分自身の振り返りになり、自
己の成長を実感できる。1回生にとっては学習を積み
重ねていくための良いモデルになっている。４回生が
参加できるのは、実習の組み方により実習が比較的
少ないので、時間的余裕があるからかもしれない。
〇複数の学部、学科共同で実施
・看護学部、リハビリテーション学部、社会福祉学部
の３つの学部の横のつながりを活かして、合同で専門
職連携について授業をしている。自分達の属する文化
を意識し、説明できるようにしている。同じ学部の中
だけでは、なかなか気づけない。コミュニケーション
の力をつけたり、専門職としてのアイデンティティにつ
いて考える機会となっている。４回生では３学部混成
チームを作り、ケースを使って支援計画を立てている。
そこでは、お互いに専門用語から説明しなければなら
ない。異文化的な視点で考えることも学ぶ。キャリア
教育のために新しいプログラムを作る時に、大学の特
色を活かして、現在ある資源を有機的に結びつけるこ
とで新しい取組みができる。教員も参加することで、
他学部のことが分かりFD活動に結びついている。学
生の満足度も高い。
・看護学科、放射線学科、検査学科、放射線工学科
の 4 学科合同で１～４回生まで、段階的にチーム医
療について学習するプログラムを実施している。1回
生は教員が各学科の紹介をし、学生とディスカッショ
ンをする。2 回生は、4 学科にない他職種の講演を
行う。3回生は自分達の学科の授業内容を他学科に
提供する。４回生では生命倫理など共通するテーマ
を決めて教育するなどである。このような教育を通し
て、同窓生としてお互いに理解し合うことを目的として
いる。
〇病院との連携など

・キャリア教育については、大学の理念により、どの

ような人材を育てたいか、目標に合わせて考えていく

必要がある。現在行っている教育としては、学部の理

念として、生涯教育の発展を目指すというものがあり、

キャリア開発として行っている。卒業生や看護部長に

来てもらうなどしている。大学病院との関係も深いの

で、どのように継続していくか続けて評価していく。

また、e- ラーニングを使い、卒業生がキャリアを積み

上げていくためのプログラムも考えている。

＜継続教育について＞
〇病院内の技術トレーニングについて
・特に血管確保や静脈内注射について卒業時は充分
ではないため、病院内で基準を作り段階的にプログラ
ムを実施している。扱える薬剤などレベルを分けて院
内でレベル認定の試験をしている。卒後１年目はレベ
ル１でまず研修を受けて、知識について筆記試験を
受ける。各レベル認定の時期は、部署の特徴を考慮
して決める。すぐに血管確保の技術が必要な部署は、
早くから研修を受けてレベル認定を得るようにしてい
る。卒前にどこまで技術を修得するか大学と連携しな
がら、整理をしていくことが必要となっている。病院
では今年から大学1,2 回生対象のプログラムを実施し
ている。臨床の最先端の治療のトピックスを講義して
おり、そのプログラムの中に血管確保の内容も加えた。
学生の反応はよく、技術のトレーニングをもっと受け
たいというニーズは高いと思う。学生が卒前にもっと
技術トレーニングを受けるプログラムを、教育側と一
緒に作っていくのが理想的ではないか。
〇大学における技術修得について
・点滴と吸引は就職後すぐに必要とされていると考え、
５年前から学生も教員もボランティアで卒業前に技術
の確認をするようにしている。しかし、来て欲しい学
生ほど来ないため、必修とした。教員、学生とも忙し
い中、ますます過密になっている。看護技術に関して
も強迫的になっているところもあるのではないか。様々
なことに対して教員の中でも意識が異なるため、お互
いに、また学生ともコミュニケーションを深めて、自
分達の向かっている方向を確認しながら、安心できる
システムを作っていく必要があるのではないか。

＜臨床と大学の連携について＞
〇実習病院の看護部と大学における連携
・人事交流のプログラムについて看護部と大学でディ
スカッションを予定している。卒業後にシームレスに研
修を進めるプログラムを段階的にどう作るかを考えてい
く予定である。既に病院の看護の標準手順書を作成し
ているが、今後は大学と共に協働で修正していく。こ
の手順書は、新卒者の研修プログラムで使用する予定
であるが、将来的には、大学の授業でも活用していく
ことを考えている。これは、教科書よりも早く最新の
臨床の知見と技術がまとめられている。エビデンスも
あり、研究的な取組みにもなり得る。また、新卒者の



第
２
ミ
ニ

107

教育を担当しているクリニカルコーチも大学の演習等
に参加するようになれば、実習もスムーズに進むよう
になる。
・教員や指導者は学生のキャリアモデルとなる。病院
の看護部と大学の教員で連携会議を定例で開催して
いる。連携して実習を組み立てることも含めて検討し
ている。その中で、臨床指導者の育成は大きな課題
と考え、臨床指導者プログラムを認定制度で年４回、
看護部と学科が連携して展開している。プログラムの
中では連携しているが、実際の病棟の指導者と教員
の連携や役割分担などは試行錯誤である。学生のレ
ディネスと教員及び指導者の意向をどのようにつなげ
ていくかが課題となると思う。
・以前は教員と指導者がバラバラな動きをしていた。
病院内で必要とする実習指導者の質を担保するため
に、院内で認定する仕組みを作るために研修プログラ
ムを4 年程前に作った。コミュニケーション、ファシ
リテーターの役割、リフレクションの内容を含む。卒
後 4 年目以上はできるだけ参加を促し、実習指導者
としての認定をとるようにしている。実習クールごとに
専任の指導者が継続して関わり、学生のカンファレン
スにも毎日参加するようにしている。指導者も教える
ことで力がついてきている。
・病院が同じ大学組織である場合は、人事交流を行
える可能性がある。教員が病棟へ異動する形で人事
交流を行っている。また、授業の中でも連携してい
る。病棟の副師長や主任に講義を依頼している。また、
演習はどの分野も教員と一緒に担当している。
・卒業生が就職して臨床の中で育っていくと、大学
の考え方を分かった臨床指導者が増えていく。また、
人事交流を通して、病院で教育的な立場を取る人た
ちのトレーニングの場として大学を活用してもらうこと
にもなる。それぞれの役割を明確にし、人材を活か
しあうことが必要となる。

＜質保証のための評価について＞
・大学同士のピアレビューを試行している段階である。
今後、CCNEの例にもあるように、お互いの大学のよ
い所を認め合ったり、取り組みを共有したりすること
ができるのではないか。全国看護系大学協議会は、
今までもブロックごとにFD活動などをしてきているの
で、それを今後ピアレビューのような形で進めていけ
る可能性もある。まずは、各大学が意識をもって積

極的に参加していくことが必要である。また、教育効
果測定について検討していくことが課題である。

＜まとめ＞
・各大学がカリキュラムの工夫をしている。分野別評
価の発展のため、各大学がさらに意識を高めていく。
今後、アウトカムアセスメントをするにあたっては、何
をアウトカムとするか、構造化を図ることが課題となっ
ている。
・実践的な能力と組織人としての能力の両者、そして
生涯学ぶ姿勢を大学で身につけることが求められてい
る。また、卒業後、臨床のなかでアウトカムとして出
てくることもあり、それは、臨床と大学で協働して評
価していくことが必要となってくる。学生の能力を伸ば
していけるような教育と臨床の場の良好なパートナー
シップが求められている。
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看護系大学の卒業生に期待する姿と教育課程
京都大学 医学部附属病院 看護部長 秋山　智弥
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「学士課程看護学教育の質保証」
専門分野別評価と卒業時到達目標

北里大学 看護学部長・教授 高橋　眞理
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看護系大学の卒業生に期待する能力と教育課程
文部科学省 高等教育局 医学教育課 看護教育専門官 石橋　みゆき



第
２
ミ
ニ

121



第
２
ミ
ニ

122



第
２
ミ
ニ

123



第
２
ミ
ニ

124



第
２
ミ
ニ

125

看護実践力を育成するためのカリキュラムの可能性
ー本学部開設から7年間の歩みからー

京都橘大学 看護学部看護学科 准教授 梶谷　佳子
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